
共に育む、未来への一歩 

校長　佐　藤　純　一　　 

 

　2001年に藤原京左京七条一坊跡（奈良県橿原市上飛騨町）から出

土した、飛鳥時代末期の木簡1点（長さ16．2センチ、幅1．2セン

チで大型の木簡の一部とみられる）を奈良文化財研究所が再調査した

結果、当時の役人が使っていた「九九早見表」の一部とみられると同

研究所が９月に公表して、話題になりました。 

　木簡は、当初読めたのは九九の一部で、規則性が見いだせないため、

文字の練習用木簡とされていたそうです。しかし昨年、文字の痕跡が

より明確に調べられる赤外線装置で再調査したところ、「九々八十一」

「四九卅（三十）六」 卌「六八 （四十）八」と書かれている可能性が

高いと判明しました。判読を担当した桑田訓也（くにや）主任研究員

は「出勤日数の管理や租税の徴収に掛け算が必要で、役所で使ったの

ではないか。九九がすべて書かれたとすれば、木簡は長さ33センチ

　　　 
＜奈良文化財研究所提供＞ 

ほどになる。持ち歩くには大きく、役所に置いて使ったのでは。」と

コメントしています。飛鳥時代の役人も、九九を覚えるのには苦労したのかもしれませんね。 

 

　さて、子どもたちや先生方が努力と挑戦を重ねてきた２学期が終了しました。「あんなこと

がしてみたい」「こんなことができるようになりたい」など、自分なりのめあてを決め、なり

たい自分に向かって、７人の子どもたちは大変頑張っていたと思います。また、先生方も重点

を「振り返り」におき、子どもたち一人一人が、自己の成長に気付いたり、自己有用感につな

がったりするよう努めてきました。時に、飛鳥時代の役人がそうだったように、苦労すること

がなかったわけではありませんが、今では、苦手な漢字を頑張ろうとか、苦手な鉄棒にチャレ

ンジしてみようなど、前向きな子どもたちの姿を先生方が支えている様子が、今まで以上に、

見られます。 

　もうすぐ新しい年が始まります。『いろいろな場面で、子どもたちが当時者意識をもち、主

体性を発揮することで、生き生きと学校生活を送ってほしい』。三者協議会や参観日でお話を

交わした中で感じた、子どもたちへの共通した願いや思いです。新年度は、学校・家庭・地域

が「共に育む、未来への一歩」となるよう、子どもたちが主体的に学び、成長できる環境を大

切にし、多様な才能を伸ばせる、そんな一年にしたいものです。 

　今年一年、保護者・地域の皆さんには大変お世話になり、ありがとうございま 

した。来年も、よろしくお願いいたします。皆さん、佳いお年をお迎えください。 
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　 12月13日（金）に、本年度2回目の交流学習がありました。雨紛小の児童は、この日は朝から神居東小学校の各学
年に入れていただき、大人数の児童と一緒に生活をしました。普段は一人や二人の少人数で学習しているので、同

 学年の多くの子どもたちと学習できる交流学習は、多くの考えに触れることができる、とても大切な機会です。
　 今回の交流には、高学年主催の「お楽しみ集会」も含まれていました。宝探しやお化け屋敷など、高学年がクラス
ごとで計画・運営した出店に、低中学年を招いて楽しませてくれました。学習、休み時間の遊び、給食や掃除当番な
ど、いつもとは違う大きな集団の中で、雨紛小の子どもたちも、話や指示をしっかりと聞きながら活動することができま

 した。とても有意義な時間を過ごしていました。
　 この先、同じ神居東中学校へ入学する神居東小学校の児童とは、年に2回の交流学習の他に、宿泊学習と修学
旅行を一緒に実施しています。毎年交流を積み重ねる中で、子どもたちは友達もでき、少しずつ集団になれていく姿

 が見られます。これからも、継続して交流していきたいです。
 
 
 
 
 

 
 
 
 
　12月12日(木）に、ふれあい子育て協議会「第2回 情報交流会」を本
校体育館で行いました。ふれあい子育て協議会は、学校運営協議会の
コーディネート部の活動になります。学校と地域関係団体が、それぞ
れの立場から神居東・雨紛地区の子どもたちの様子について交流し、
児童生徒の健全育成を目指すことを目的としています。毎年7月と12月

 の2回開催しています。
　今回の交流会では、各学校での安全指導の様子や地域・外部機関と

 の関わり、PTAや市民委員会との連携状況と地域や保護者から見た本地
区の子どもたちの様子、保護司による市内の児童生徒についての生徒
指導に関わる貴重な情報提供がありました。また、学校での不登校児
童生徒の様子やICT活用状況などにも話題が広がり、とても有意義な時

 間を過ごすことができました。
　今後も、みんなで協力・連携して子どもたちの成長を見守っていけ
るよう取組を進めていきます。
 

 
【　１月の主な行事予定　】 

 
   1日（水） 元日　学校閉庁日 
 　2日（木） 学校閉庁日 
   3日（金） 学校閉庁日 
  ８日（水） 学校運営協議会 
  13日(月) 成人の日 
  14日（火） 安全点検日 
  15日（水） 始業式　 
  20日（月） 二計測 
  21日（火） 諸費納入日　 
  23日（木） 児童会活動 
  24日（金） スキー教室


